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高
山
幼
稚
園

運
動
会
・
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

運
動
会

　

９
月
26
日（
土
）、
雨
が

降
っ
た
り
や
ん
だ
り
の
中
、

第
30
回
高
山
幼
稚
園
運
動

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

席
の
配
置
、
入
場
制
限
な

ど
も
考
慮
し
て
の
実
施
で

し
た
。
子
ど
も
達
は
ご
家

族
の
応
援
の
中
、
精
一
杯

競
技
し
て
、
愛
ら
し
く
頑

張
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

　

６
月
に
植
え
た
サ
ツ

マ
イ
モ
を
10
月
６
日

（
火
）に
収
穫
し
ま
し
た
。

ツ
ル
切
り
や
マ
ル
チ
は

ぎ
を
ね
こ
や
な
ぎ
の
会

の
皆
さ
ん
に
し
て
い
た

だ
い
た
後
、
ツ
ル
の
片

付
け
を
し
ま
し
た
。

　

芋
掘
り
は
芋
に
傷
が

つ
か
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
掘
り
ま
し
た
。

焼
き
イ
モ
の
会
が
楽
し

み
で
す
。

唐
澤　

齋
氏

瑞
宝
双
光
章
受
章

「
中
山
古
城
址

高
山
村
文
化
財
指
定
記
念
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

９/27

　

こ
の
度
、
内
閣
府
賞
勲
局
よ
り
地

方
自
治
功
労
者
等
に
係
る
高
齢
者
叙

勲
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

唐
澤
氏
は
、
特
定
郵
便
局
長
と
し

て
長
年
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
多
年
に
わ
た
り
、
高
山

村
に
お
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
や
保

護
司
と
し
て
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

唐
澤
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

康
に
留
意
さ
れ
、
今
後
も
本
村
の
さ

ら
な
る
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

９
月
27
日

（
日
）高
山
村

ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
主

催
の
「
中
山

古
城
址　

高

山
村
文
化
財

指
定
記
念
」

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
２

月
に
、
関
係

者
の
ご
協
力

に
よ
り
村
文

化
財
に
指
定

さ
れ
た
中
山

古
城
址
の
歩

道
と
そ
の
周
辺
は
、
草
刈
り
が
な
さ
れ
、
馬
蹄
形
城
址
の
特

徴
が
よ
く
わ
か
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

天
候
も
良
く
、
東
南
の
武
者
走
り
か
ら
原
地
区
、
梅
沢
地

区
方
面
が
良
く
見
え
、
戦
国
時
代
の
山
城
と
し
て
の
思
い
を

馳
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

�

高
山
村
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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information
くらしの情報

宝くじの助成により獅子頭などを修理しました 高山小学校　学校寄席10
14

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生

年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
２
年
１
月
か
ら
令
和
２
年
12
月
ま
で

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族（
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料

も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
10
月
１
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま

す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
令
和
２
年
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年

の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）　

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故

な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求
手

続
き
に
つ
い
て
、「
事
前
予
約
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た
せ
時
間
の
少
な
い

「
予
約
相
談
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

◆�

お
申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の（
年
金
手
帳
や
年
金
証

書
な
ど
）を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
方
法
は
、全
国
共
通
の
予
約
専
用
受
付
電
話「
０
５
７
０
・
０
５
・
４
８
９

０
」ま
た
は
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
、電
話
・
来
訪
時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・	

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課︵
☎
０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
０
７
︶

年
金
の
相
談
や
お
手
続
き
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
予
約
を
！

国

民

年

金

役原獅子舞保存会では、（財）自治総合センターのコミュ
ニティ助成事業を受けて、獅子舞道具の修理等を行いま
した。（修理：獅子頭３匹・太鼓３台・花ささら３個・頭
桶太鼓１台・練習用太鼓３台、新規作成：竹ささら６組・
収納箱２個）
今年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、
祭典はできませんでしたが、地域内各家への巡回と役原
地区住民センターへの展示等を行いました。今回の大規
模な修理により舞道具が蘇り、役原獅子舞の保存・伝承
に大きく寄与し、地域社会の発展と地域文化の向上が期
待されます。


